
令和 3（2321）年 11月 13日2

福祉保健部国保医療課 2
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新潟病院附属看護学校の学生確保支援の一部内容変更について（報告）2

2

令和 3（2321）年 6月に文教厚生常任委員協議会で、事前に協議いただいた内容からその後内容に一

部変更が生じましたので以下のとおり報告及び協議をお願いいたします。2

2

 １ 令和 3（2021）年 6 月 16 日開催 文教厚生常任委員協議会での説明内容 

  ■背景2

  ・ 新潟病院附属看護学校の R3年度入学者数が、募集定員（43人）をほぼ満たしてきた例年と比

べ、27人と著しく減少した。このまま同様の状況が続く事態を避けたい。2

  ■看護学校側の支援策   

   授業料    現行 433千円 ⇒2 2 2変更後 233 千円 ▲233千円2

   設備整備費  現行 2 33千円 ⇒ 2変更後2 2 133千円2  2＋73千2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2学生一人当たり▲133千円2

                                 2

  ■柏崎市としての支援策2

  「入学祝い金」の創設（市内出身者 23万円、市外出身者 13万円）。2

    市としても、学生確保を後押しするため、新潟病院附属看護学校に入学した学生に対し、入学  

祝い金を交付するというもの。2

2

2

２ 変更点その１「新潟病院附属看護学校の授業料減額等の取りやめについて」 

⑴ 新潟病院附属看護学校と県内競合校との支出費用比較（表内では、入学祝い金と入学金を相殺させている。）2

単位：千円

入学検定料 入学金 授業料 施設設備費 実習費 合計金額

現行 20 200 400 30 - 650

入学祝金（市内：200千円） 20 0 400 30 - 450

入学祝金（市外：100千円） 20 100 400 30 - 550

9.6 70 190 - - 270

9.6 70 190 - - 270

20 100 250 100 20 490

20 100 460 130 - 710

20 100 350 250 - 720長岡赤十字看護専門学校

県内競合校

県立十日町看護専門学校（R２年４月開設）

新潟県立新発田病院附属看護専門学校

晴麗看護学校

新潟県厚生連中央看護専門学校

新潟病院附属看護学校

2

・ 県立学校と比較すると合計金額は高いが、他私立学校との比較では、入学祝い金を入学金と相殺さ

せることで入学し易くなっている。2



 ⑵ 授業料減額等の取りやめに至った経緯 
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３ 変更点その２「市内就職祝い金（案）について」2

 ⑴ 事業概要2

   新潟病院附属看護学校を卒業した学生のうち、市内の医療機関に就職した方に、一律 10 万円を給

付するもの。既存事業である看護師就職助成金の新規加算項目として運用する予定。2

 2

 ⑵ 入学祝い金と市内就職祝い金の交付予定スケジュール2

  ・ 入学祝い金は令和 4年度入学者から交付する。2

・ 市内就職祝い金は令和 4年度に卒業した者から交付する。（交付は就職後の令和 5年度から）2
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⑶ 市の予算規模2

  ・ 入学祝い金  2

新潟病院附属看護学校の 1学年定員は 43人（過去 3年間の平均から市内外の人数を算出した）2

    市内出身 13人×入学金 233千円＝2,333千円2

    市外出身 33人×入学金 133千円＝3,333千円2

合計 5,333千円2

 ・ 市内就職祝い金2

    新潟病院附属看護学校の市内就職者（過去 3 年間のうち、市内就職者が最も多い年を参考とした）2

    卒業者のうち、市内医療機関に就職する者2 25人×133千円＝2,533千円2

５月 看護学校側との協議開始 

新潟病院の幹部会議を経て、令和４年度以降の授業料の減額を含む看護学校の運営内容を正式
決定し、国立病院機構本部に提出した。その後、授業料減額等の内容を柏崎市へ報告する。（授業
料の変更に関しては、学校長の裁量で行うことが出来る規程である）2

 ７月 国立病院機構本部からの要請 

 授業料減額等を含む新潟病院附属看護学校の運営をめぐり、国立病院機構本部から再検討の要請
（令和 2年度決算で約 3千万円の赤字（看護学校のみ）。授業料の減額をつづけると、さらに病院本体

からの補填による負担が増えることが予想されることから、現時点では認められない。）2

 ９月１６日 附属養成所の運営方針に係る学校長説明会 

 ６月１６日 文教厚生常任委員協議会で説明 

「看護学校側での授業減額等の見直し」及び「市の入学祝い金事業」を説明する。2

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

令和３年度入学生 市内就職祝い金

令和４年度入学生 入学祝い金 市内就職祝い金

令和５年度入学生 入学祝い金 市内就職祝い金

 １０月５日 看護学校 学校長などから市への報告 

 新潟病院附属看護学校学校長などから、授業料減額等の学生支援ができなくなった旨の報告があった。2


